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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する
＜連絡事項＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

· 「暴力介入」（課内研修）が27日（水）～29日（金）に組まれている。

・　「防災について」（院内研修）が10月10日（火）に組まれている。事前に出欠入力必要。

· 　本日、阿部文香様（東病棟退院、通所利用予定）のケア会議に木村スタッフ出席。

· 　田中静子様（西病棟退院で、通所利用予定）が体調不良により東病棟に入院したため、通所

利用はない。

＜利用者様情報＞

　今野　容子様～22日（金）に日赤受診し腸ポリープ検査・除去術（細胞診検査）をおこなっている。

　　　　　　　　本人は苦痛があったと話されていますが、生活への影響はありません。

　　　　　　　　10月6日（金）に検査結果を確認のため外出受診。

　平　康子様～本日定時での来所がなく、連絡調整行っています。その後、「五戸役場に書類の手続きがあり通所を休む」と連絡が入っている。

　　　　　　　明日、本人と面談予定とし、通所の利用（電話連絡や時間について）規約について確認する。

＜外来情報＞

　晴山　美智子様～職親の評価チェック表を持参。（人との交流・会話がC評価である）主治医は総合

　　　　　　　　　「2」の評価をつけている。本人は穏やかである。

　我満　奈津紀様～キャッシュカードの事で困っていた時期はつらかったけど、今は解決したので大丈夫と話している。

　高橋　百寿様～日赤眼科医に通所の利用は控えなさいと話されたと話す。（糖尿病からくる、目の具

　　　　　　　　合いの悪化）次回採血予定。

＜業務確認について＞

· 利用規約作業の現状

一回目に集まった規約は、印（割り印）を確認しメンバーに渡したり、家族への文面を作成し

発送作業に入っている。

1ヶ月期限（9月中旬）で返送されていない家族については、リスト確認し、家族連絡を予定している。

また、スタッフは規約をメンバー（や家族）から受け取る時は、保護者欄や記入箇所が全部記入されているか確認してから、受け取ること。

　　　体験利用開始予定の方も規約説明の対象になっている。　

· 環境整備ついて

扇風機・・・今週中にふき掃除を行い、収納する。

寝具・・・晴れた日には8時出勤スタッフが日光消毒を行う事。

＜ナイトケア事例検討＞

　　下妻　康貴様　　33歳　　統合失調症

　　　　現在は病状安定、生活リズム（午前・パセリ－菜、夕方・ナイトケア、週末は家族や友人と交流あり）も安定している。

　　　　特定女性メンバーとの関わりが困っていると話すことはある。

　　　　職親（パセリ－菜）が9月で使用期限となっており、話し合いの結果、10月からはパセリ－菜のパート勤務となる。当初本人は、他バイトなど探している事もあったが、パセリ－菜での勤務をしながら、今後の生活を考えていく事になる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓

　　　スタッフからの意見）

　　　　働く場所は同じであるが、パートに変わる心理変化は考えられる

　　　　評価された事をスタッフは支持し、自信につなげられる様サポートする

　　　　勤務時間拡大もあり、しばらくは精神・身体疲労がある

　　　　経済的な欲もでてくる

　　　　生活している基盤作りを今以上に意識化していく働きかけが必要

　　　　職場上司の評価をスタッフは、今後の就労につなげる働きかけが必要

　　　　　　　　　　　　　　　　　　↑

　　　ナイトケア利用にあたり）

日常的に他者と交流できる場

　　　　　バランスの良い食生活を維持するため、食のヒントを得る場

　　　　　仕事のことなど、スタッフからアドバイスをもらう場

　　　　　生活上の疑問や悩みを解決できる場










